
９
年
後
に
は
介
護
保
険
料

基
準
額
が
約
８
千
７
百
円
に

な
る
と
、
市
の
長
寿
プ
ラ
ン

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
払
え

る
ハ
ズ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と

い
う
よ
り
有
無
を
言
わ
せ
ず

年
金
天
引
き
で
、
生
活
費
に

食
い
込
み
ま
す
。
介
護
保
険

は
、
か
か
っ
た
費
用
の
一
定

割
合
を
保
険
料
で
賄
う
仕
組

み
の
為
、
サ
ー
ビ
ス
量
が
増

え
れ
ば
保
険
料
も
上
が
り
ま

す
。
国
や
市
の
負
担
割
合
を

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
国
保
の
よ
う
に
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

等
で
値
下
げ
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
が
市
長
は
「
国
の

制
度
、
全
国
一
律
、
保
険
料

軽
減
の
為
の
繰
り
入
れ
は
国

が
ダ
メ
だ
と
言
っ
て
い
る
」

の
一
点
張
り
。
今
回
は
、
こ

れ
に
反
論
し
ま
す
。

そ

も

そ

も

介

護

保

険

は

「
自
治
事
務
」
と
言
っ
て
、

自
治
体
の
仕
事
で
す
。
保
険

運
営
の
責
任
者
で
あ
る
「
保

険
者
」
も
京
都
市
で
す
。
国

が
「
繰
り
入
れ
は
ダ
メ
」
と

言
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で

す
が
、
こ
れ
は
「
助
言
」
で

あ
っ
て
、
自
治
体
は
従
う
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

す
で
に

年
３
月

日
、

20
02

19

当
時
の
日
本
共
産
党
井
上
美

代

参

院

議

員

の

質

問

に

対

し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
「
義

務
は
な
い
」
と
明
確
に
答
弁

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
決
着

済

み

の

問

題

で

す

。
「

国
の

制
度
、
全
国
一
律
」
な
ど
と

言

っ

て

い

る

市

長

の

姿

勢

は
、
地
方
自
治
の
精
神
を
忘

れ
た
国
言
い
な
り
、
す
り
寄

り
の
自
虐
的
態
度
だ
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
近
の

相
談
か
ら

◎
洛
風
中
学
校
へ
進
学
希
望

で
し
た
が
、
無
事
入
学
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
暴
力
や
イ
ジ
メ
な
ど
学
校

が
荒
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

春
か
ら
は
落
ち
着
い
て
い
ま

す
。
他
行
政
区
の
こ
と
で
す

が
、
井
上
議
員
も
、
一
般
論

と
し
て
、
人
権
侵
害
で
あ
る

こ
と
の
明
確
化
、
教
職
員
と

親
の
団
結
、
子
ど
も
達
の
自

治
意
識
涵
養
な
ど
質
問
し
て

い
ま
し
た
。

◎
家
の
木
の
枝
が
電
線
に
触

れ
て
お
り
心
配
→
井
上
議
員

が
解
決
策
を
手
配
中
で
す
。

梅

小

路

公

園

を

視

察

市
が
梅
小
路
公
園
周
辺
地

域
の
開
発
を
重
点
化
。
特
定

企
業
の
支
援
に
偏
ら
な
い
か

ど
う
か
、
地
元
商
店
街
へ
の

影
響
は
ど
う
か
等
、
注
視
が

必
要
で
す
。
井
上
議
員
自
身

は
、
祖
父
も
伯
父
も
父
も
国

鉄
マ
ン
一
家
で
し
た
が
。
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いろいろな所で勉強中です

各地の催しや会合、伝統行事などの現場へ出

掛け、勉強中です。写真上から、

①東九条春まつり＝出会って、食べて、多文化

体験＝展示や演奏、出店などで交歓を深めまし

た。市が「京都駅東南部開発」を計画中で、功

罪、それぞれ注目の地域です（４／１６）。

②全京都建築労働組合の大会に出席させて頂き

ました。公共事業あり方や建築労働者の実態な

どについて勉強しました（４／２４）。

③伏見稲荷神社のまつりで御輿担ぎ。同級生の

Ｋ君と記念写真。伝統行事について、実践的勉

強の機会でした（４／２４）。

９年後、介護保険料基準額は8,700円に

「国の制度、全国一律」は本当か!?

市長は、地方自治の「歌を忘れたカナリア」




